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上大輔, 土屋弘行. 

 人工膝関節全置換術前

後における移動機能改善

度. ロコモ度テストを用

いた前向き研究. 

Loco Cure 6  212-215. 2020  

楫野良知, 加畑多文, 白井寿

治, 多賀 正, 井上大輔, 加藤

貴士, 上岡 顕, 土屋弘行. 

 ヨード担持抗菌インプ

ラントの基礎研究と臨床

応用. 

臨床整形外科 55  339-343. 2020  

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 大森隆昭, 上野琢郎, 吉谷

純哉, 上岡 顕, 山室裕紀, 土

屋弘行. 

人工関節周囲感染(PJI)の

患者リスク因子. 第 2回

国際コンセンサスを踏ま

えて. 

臨床整形外科 55  321-327. 2020  

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 土屋弘行. 

 整形外科手術における

感染予防に関する知見. 

第 2回国際コンセンサス

を踏まえて. 

整形・災害外科 63  261-266. 2020  

神野哲也 股関節周辺の外傷・障害

の病態特性. 

理学療法 37(8)  676-683 2020  

坂井孝司 特発性大腿骨頭壊死症の

診断基準と鑑別診断 

Monthly Ortho

paedics 

33(8)  5-14 2020  
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関泰輔, 竹上靖彦, 大澤郁介, 

草野大樹, 金子慎哉, 牧田和

也, 落合聡史 

股関節後方関節包と短外

旋筋群の切除量の違いに

よる股関節内旋角度の変

化 解剖用屍体による検

討. 

Hip Joint 46  195-198 2020  

石原 昌人, 仲宗根 哲, 翁長 

正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎 

当院における急速破壊型

股関節症に対してTHAを

行った症例の検討. 

Hip Joint 46  1112-1115 2020  

翁長 正道, 仲宗根 哲, 石原 

昌人, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香 

DAA-THA における大腿

骨挙上デバイスを用いた

テーパーウェッジ型ステ

ムの設置角度の検討. 

Hip Joint 46  857-860 2020  

仲宗根 哲, 石原 昌人, 翁長 

正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香 

側臥位THAにおける機能

的骨盤基準面を参照した

カップ設置支援デバイス

を用いたカップ設置精度. 

Hip Joint 46  219-224 2020  

仲宗根 哲, 石原 昌人, 翁長 

正道, 平良 啓之, 西田 康太

郎, 高江洲 美香, 宮田 佳英 

【股関節領域の術前・術

中支援技術 Up to date】

術中手術支援 仰臥位 T

HA のための簡便な術中

カップ設置支援デバイス

HipPointer いつでも、ど

こでも、誰とでも正確な

カップ設置. 

関節外科 39  688-694 2020  

翁長 正道, 仲宗根 哲, 石原 

昌人, 平良 啓之, 金谷 文則, 

高江洲 美香, 宮田 佳英. 

ノンナビゲーションのコ

ンピューター支援技術を

用いた DAA-THAの現状

と課題. 

整形外科と災

害外科 

1  223-227 2020  

髙橋大介, 浅野毅, 清水智弘, 

髙橋要, 岩崎倫政. 

大腿骨頭軟骨下脆弱性骨

折の診断と治療 

臨床整形外科 55(1)  11-15 2020  

髙橋大介  乳児健診による股関節

脱臼ハイリスク児の早期

発見はいかに大切か～処

女歩行開始後の診断遅延

例ゼロ社会に向けた試み

～ 

札幌市小児科

医会ニュース 

第 90号  8-12 2020  

髙橋大介, 清水智弘, 髙橋要, 

中村夢志郎, 入江徹, 岩崎倫

政 

 北海道大学における人

工股関節全置換術に対す

る取り組み・課題－歴史

から学んだ新規セメント

ステム開発－ 

北海道整形災

害外科学会雑

誌 

55(1)  33-38 2020  

亀ヶ谷真琴, 髙橋大介 骨移植を要さない骨盤骨

切り術（angulated innomi

nate osteotomy;AIO） 

整形・災害外科 63(12)  1606-1609 2020  

安藤 渉, 菅野伸彦 特発性大腿骨頭壊死症診

療ガイドラインの特徴と

概要 

Monthly Ortho

pedics. 

33(8）  1-4 2020  
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伊藤重治, 高窪祐弥, 平山朋

幸, 門馬亮介, 高橋健大, 大木

弘治, 佐々木幹, 石井政次, 高

木理彰 

Pinnacle カップを用いた

 metal-on-metal 人工股関

節の中長期成績.  

Hip Joint. 50 723-724 2021 

伊藤重治, 高窪祐弥, 門馬亮

介, 大木弘治, 佐々木幹, 小林

真司,  石井政次, 高木理彰 

Bacteroides感染のため複

数回の人工股関節再置換

術を要した 1例 

日本人工関節

学会誌 

50 723-724 2021 

伊藤重治, 高窪祐弥, 門馬亮

介, 高木理彰 

ポリエチレン摩耗に伴う

骨溶解と人工股関節再置

換術. 

関節外科 

 

40(2) 186-192 2021 

名越 智 整形外科手術 名人の kn

ow-how 弛みのないステ

ムを再置換するにはース

テムの抜去と人工股関節

再置換術の実際． 

整災外 64 1356-1359 2021 

名越 智，鈴木大輔,岡﨑俊一

郎, 舘田健児, 小助川維摩, 清

水淳也, 金泉新, 佐々木幹人, 

山下敏彦  

臼蓋骨欠損 に対するセ

メントレスインプラント

を用いた再建術の工夫-同

種骨がない場合-  

人工関節学会

誌 

50 873-874 2021 

小助川維摩, 舘田健児, 金泉

新, 山下敏彦, 名越 智，佐々

木幹人, 清水淳也 

患者の術前状態が人工股

関節全置換術の術後評価

に及ぼす影響． 

人工関節学会

誌 

50 905-906 2021 

堀田和志 舘田健児 小助川

維摩 鈴木大輔 名越智 山

下敏彦 

重度な寛骨臼形成不全を

有する歩行可能な脳性麻

痺患者に対し,骨切り術を

行った 1例. 

整災外 64 373-376 2021 

小林千益、菅野伸彦 特発性大腿骨頭壞死症(O

NFH)に対する人工物置換

術の最新情報.特集『大腿

骨頭壞死症の基礎と臨床

Up to date』 

関節外科 40(12) 

 

62(1296)-66(130

0). 

2021 

池 裕之、稲葉 裕 牽引台を使用する抑臥

位． 

整形外科看護． 26 182-183 2021 

 

川端佑介、竹山昌伸、崔 賢

民、林田健太、稲葉 裕 

1.画像診断，骨・軟部腫瘍

における PET/CT検査の

有用性．Ⅱ.診断，骨・軟

部腫瘍のマネジメント

（その 1）． 

別冊整形外科． 79 29-33 2021 

島崎 貴幸、持田 勇一、針

金 健吾、長岡 亜紀子、小

林 直実、稲葉 裕 

関節リウマチの外反母趾

変形に対するDLMO法後

の外反母趾再発に及ぼす

リスク因子の解析． 

関節外科． 48(1)  2021 

稲澤 真、関屋 辰洋、稲葉

 裕 

保存治療で治癒し得た化

膿性椎間関節炎の１例 

関東整形災害

外科学会雑誌． 

52(3) 117-120 2021 
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大庭真俊、水野祐介、稲葉 裕 1術前の患者全身評価．第

2章 THA:手術までの準

備．BHA THA 人工股関

節置換術． 

羊土社 

 

 38-43 2021 

大庭真俊、稲葉 裕 2術前の準備．第 2章 TH

A:手術までの準備．BHA 

THA人工股関節置換術． 

羊土社  44-47 2021 

大庭真俊、稲葉 裕 3インフォームドコンセ

ントの実際と注意点．第 2

章 THA:手術までの準備．

BHA THA 人工股関節置

換術． 

羊土社  48-52 

 

2021 

池 裕之、稲葉 裕 4インプラントの分類～

セメントレスステム～．

第 2章THA:手術までの準

備．BHA THA 人工股関

節置換術． 

羊土社  52-57 2021 

池 裕之、稲葉 裕 5側方進入．§1．BHA・T

HA に用いられる進入法．

第 3章 手術手技の実際．

BHA THA 人工股関節置

換術パーフェクト 

羊土社  101-112 2021 

石田 崇、稲葉 裕 6前方進入．§1．BHA・T

HA に用いられる進入法．

第 3章 手術手技の実際．

BHA THA 人工股関節置

換術． 

羊土社  113-121 2021 

池 裕之 稲葉 裕 4 Zweymuller 型ステムを

用いた手術．§4．THA:ス

テム．第 3章 手術手技の

実際．BHA THA 人工股

関節置換術． 

羊土社 

 

 170-176 

 

2021 

崔 賢民、稲葉 裕 3感染予防法．第 4章合併

症対策・術後管理 より安

全な手術を行うために．B

HA THA 人工股関節置換

術． 

羊土社  224-228 2021 

手塚太郎、稲葉 裕 8 周術期 VTE 予防の実際

と VTE への対応．第 4章

合併症対策・術後管理 よ

り安全な手術を行うため

に．BHA THA 人工股関

節置換術． 

羊土社 

 

 255-260 2021 

手塚太郎、稲葉 裕 術前患者教育から術後後

療法～クリニカルパスの

活用～．第 4 章合併症対

策・術後管理 より安全な

手術を行うために．BHA 

THA人工股関節置換術． 

羊土社  266-272 2021 
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手塚太郎、稲葉 裕 1 術後 VTE 発症のメカニ

ズム，疫学など．第 1章 V

TE（予防法，発生時の対

応）．スペシャリストがす

すめる人工関節手術合併

症対策． 

南江堂 

 

 2-4 2021 

手塚太郎、稲葉 裕 2術前検査（エコー，血液

検査など）．第 1 章 VTE

（予防法，発生時の対

応）．スペシャリストがす

すめる人工関節手術合併

症対策． 

南江堂 

 

 5-7 2021 

手塚太郎、稲葉 裕 3術中・術後管理（抗凝固

薬投与，弾性ストッキン

グ，フットポンプの使

用）．第 1章 VTE（予防法，

発生時の対応）．スペシャ

リストがすすめる人工関

節手術合併症対策． 

南江堂  8-11 2021 

池 裕之、稲葉 裕 整形外科学レビュー

2021-2022. Ⅲ章 下肢 7-2 

変形性股関節症． 

総合医学社  150-157 2021 

稲葉 裕 今日の整形外科治療指

針．23 股関節の疾患．大

腿骨頭壊死症． 

医学書院 

 

 737-739 2021 

兼氏 歩 成人寛骨臼形成不全股に

対する骨切り術の適応と

問題点   

日本整形外科

学会雑誌 

95 523-534 2021 

兼氏 歩   人工股関節インプラント

の成績向上を目指したバ

イオメカニクス研究   

金沢大学十全

医学会雑誌 

130(2) 

 

63-66 2021 

高橋詠二, 兼氏 歩 【大腿骨頸部骨折に対す

る人工骨頭置換術 エビ

デンスに基づく手術手技

と機種選択の実際】手術

手技 セメント人工骨頭

 手術手技、注意点およ

び機種選択の実際  整形

外科 

Surgical Techni

que 

11(3) 

 

318-325 

 

2021 

植田修右，市堰 徹，兼氏 歩 ステロイド関連骨壊死に

対する病態研究の最新情

報  

関節外科 40(12) 

 

1261-1265 2021 

坂井孝司 特発性大腿骨頭壊死症の

診断基準と鑑別診断. 

関節外科基礎

と臨床 

40 32-42 2021 

加畑多文 Crowe group III/IV に対

する人工股関節全置換術

 術前計画と手術の実際. 

日本整形外科

学会雑誌 

95(9) 622-627. 2021 
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西村愛世, 加畑多文, 吉谷純

哉, 楫野良知, 井上大輔, 大森

隆昭, 上岡顕, 山室裕紀, 谷中

惇, 土屋弘行, 徳海裕史 

. Short femoral nail 理想

的挿入位置の 3D テンプ

レーティングソフトによ

る検討. 

日本関節病学

会誌 

 

40(2) 89-93 

 

2021 

黒川由貴, 加藤仁志, 加畑多

文, 出村諭, 松原秀憲, 八幡徹

太郎, 土屋弘行 

【ロコモティブシンドロ

ームの現況】病態・診断 

ロコモ度判定と障害関節 

整形外科 

 

72(6) 543-546 2021 

櫻井吾郎, 吉田信也, 麦井直

樹, 加畑多文, 八幡徹太郎 

重度の両股・両膝関節変

形に対し、4ヵ月連続で人

工関節置換術を施行され

た関節リウマチの 1症例. 

国立大学リハ

ビリテーショ

ン 

42 18-12 2021 

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 山室裕紀, 谷中惇, 片岡大

往, 齊木理友, 土屋弘行 

【インプラント周囲感染

の対処法 -人工関節・脊

椎・骨折-】患者因子から

みたインプラント周囲感

染予防. 

関節外科 40(4) 10-15 2021 

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 尾島朋宏, 土屋弘行. 

【低侵襲手術における感

染対策マニュアル】

Surgical Site Infection(SSI)

の予防 術前手指消毒と

術中創洗浄のエビデンス

と実際. 

整形外科最小

侵襲手術ジャ

ーナル 

98 39-45 2021 

加畑多文, 楫野良知, 井上大

輔, 大森隆昭, 吉谷純哉, 上野

琢郎, 高木知治, 上岡顕, 山室

裕紀, 谷中惇, 齊木理友, 土屋

弘行 

【人工股関節再置換術-最

前線から難易度の高い症

例まで-】寛骨臼の骨欠損

に対する再建法 金属製

補填材料による再建. 

関節外科  

 

40(2) 198-204 2021 

関泰輔 大腿骨転子間弯曲内反骨

切り術の適応と臨床成績. 

関節外科 

 

40(12) 49-56 2021 

髙橋大介, 清水智弘, 宮﨑拓

自, 中村夢志郎, 岩崎倫政 

大腿骨頭軟骨下脆弱性骨

折の特徴と治療方針. 

関節外科 40(12)  43-47 2021 

堀田和志, 清水淳也, 舘田健

児, 江森誠人, 小助川維摩, 金

泉新, 中橋尚也, 名越 智, 山

下敏彦. 

大腿骨頭に発生した悪性

骨腫瘍に対する広範囲切

除後に坐骨の骨溶解像を

認めた 1例.  

Hip Joint 48 183-187 

 

2022 

舘田健児, 名越 智, 小助川

維摩, 鈴木大輔, 清水淳也, 金

泉新, 山下敏彦.. 

化膿性股関節炎後の巨大

骨頭を伴う股関節変形に

対し, 関節鏡下大腿骨頭

骨軟骨形成術と寛骨臼回

転骨切り術を行った一例. 

Hip Joint 48 312-319, 

 

2022 

                                                                                        
                                                                                               


